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日 本 国 内 に お い て は 企 業 単 体 で も 魅 力 的 な オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 実 施 す る 企 業

が 多 く 存 在 し ま す 。

2 0 2 5 ・ 2 0 3 0 年 の 先 、 将 来 を 見 据 え 、 経 営 層 だ け で な く 従 業 員 の 能 動 的 な 取 り 組 み

を 進 め る 上 で の 一 つ の 手 段 と し て 。

ま た 、 情 報 の 流 れ 方 が 著 し く 変 化 す る V U C A （ 変 動 性 、 不 確 実 性 、 複 雑 性 、 曖 昧

性 ） と 呼 ば れ る 時 代 に お い て 、 不 確 実 性 へ の 対 処 す る た め の ブ ラ ン デ ィ ン グ （ 差

別 化 ） に お け る 一 つ の 手 段 と し て 。

そ こ で 、 以 下 の 要 件 を 満 た す 国 内 企 業 事 例 を 紹 介 し ま す 。

R e q uir e m e nt s

・ 付 加 価 値 を 生 み 出 す 現 場 を 「 体 感 」 で き る リ ア ル の 「 場 」 が あ る こ と 。

・ 当 該 企 業 や 地 域 、 産 業 の 歴 史 を 「 学 べ る 場 」 で あ る こ と 。

・ ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 常 に 見 学 受 け 入 れ 可 能 な こ と を 表 明 し て い る こ と 。

（ 予 約 型 、 フ リ ー 見 学 型 な ど 実 施 形 式 は 問 わ な い ）

・ 「 地 域 未 来 牽 引 企 業 」 ま た は 「 は ば た く 中 小 企 業 ・ 小 規 模 企 業 3 0 0 社 」

い ず れ か の 選 定 企 業 で あ る こ と 。

※ 2 0 2 5 年 春 ま で に 開 業 予 定 で あ り 、 上 記 要 件 を 満 た す も の も 可 。

な お 、 本 件 は 公 表 時 点 に お い て 、 国 内 の 上 記 事 例 の す べ て を 漏 れ な く 紹 介 す る も

の で は な い こ と を 申 し 添 え ま す 。

今 後 、 本 冊 子 に つ い て は 定 期 的 に リ バ イ ス を 行 う 予 定 で す 。

上 記 要 件 に 該 当 し 、 掲 載 を 希 望 さ れ る 場 合 は 、 下 記 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

※ 現 時 点 で は 近 畿 局 管 内 （ 福 井 県 、 滋 賀 県 、 京 都 府 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 、 奈 良 県 、

和 歌 山 県 ） の 企 業 を 対 象 と さ せ て い た だ き ま す 。

＜ お 問 い 合 わ せ ＞
近 畿 経 済 産 業 局 地 域 連 携 推 進 課
b zl - ki n - s a n g a k u k a n @ m eti. g o.j p
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- C O M P A N Y D A T A -

C O R E V A L U E

● 問 い 合 わ せ 先

・ 本 社 ： 0 7 7 8 - 2 3 - 3 5 5 2

・ R Y U S E N F A C T O R Y ＆ S T O R E ： 0 7 7 8 - 4 3 - 6 0 2 0

同 社 が 立 地 す る 越 前 ・ 鯖 江 エ リ ア で は 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と し て

国 内 で も 有 名 な 「 R E N E W 」 と 、 多 く の 企 業 ・ 人 々 が 一 挙 に 集 ま り 交 流 す る 「 千 年

未 来 工 芸 祭 」 が 展 開 さ れ て お り 、 同 社 も 各 取 組 の 一 員 と し て 参 加 し て い る 。

こ う し た 取 組 を 通 し て 、 同 社 の 刃 物 と 近 隣 の 企 業 が 「 柄 」 を 作 っ て コ ラ ボ レ ー

シ ョ ン す る 事 例 が 生 ま れ た り 、 認 知 が 高 ま っ た こ と で 外 部 の 有 名 鞄 メ ー カ ー と の コ

ラ ボ レ ー シ ョ ン が 生 ま れ た り と 、 「 発 信 」 が 「 伝 播 」 し 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 を

体 現 す る 「 地 域 の リ ー デ ィ ン グ カ ン パ ニ ー 」 の 一 社 と 言 え る 。

同 社 は 産 地 内 で い ち 早 く ス テ ン レ ス 鋼 の 製 品 化 を 進 め 、 一 般 家 庭 用 包 丁 の 分 野 に

着 手 、 生 産 規 模 の 拡 大 を 図 っ て き た 。 時 に は 壁 に ぶ つ か り 、 大 量 生 産 の 技 術 を 保 有

し て い る 他 産 地 と の 価 格 競 争 の 波 に さ ら さ れ る な ど 、 多 く の 苦 難 を 経 て 、 試 行 錯 誤

を 重 ね 、 現 在 の 姿 で あ る “ 付 加 価 値 の 高 い 製 品 ” の 生 産 ・ 開 発 へ と 変 化 し て い る 。 そ

う し た 商 品 の 代 表 格 が 『 ボ キ ュ ー ズ ・ ド ー ル 国 際 料 理 コ ン ク ー ル 』 を 通 し て 有 名 と

な っ た 、 購 入 ま で 数 年 待 ち も 珍 し く な い 「 ス テ ー キ ナ イ フ ｰ St e a k K nif e 

A S Y M M E T R Y S K 0 1 - 」 で あ る 。

こ の よ う に 世 界 の 料 理 人 も が 認 め る 同 社 製 品 を 体 感 で き る フ ァ ク ト リ ー ＆ シ ョ ッ

プ を 通 じ て 生 ま れ る 今 後 の 新 た な 出 会 い や イ ノ ベ ー シ ョ ン に 期 待 し た い 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

世 代 を 超 え て 受 け 継 が れ る 技 と 想 い

同 社 製 品 の 特 徴 で あ る 「 龍 泉 輪 」 ( 刃 物 の 地 肌 に 現 れ る 美 し い 模 様 ) は 、 硬 質

材 と 軟 質 材 を 交 互 に 幾 層 に も 積 み 重 ね た 刃 物 鋼 を 鍛 造 し 、 表 面 を 平 ら に 磨 き あ

げ る 越 前 打 刃 物 職 人 の 特 殊 な 技 か ら 生 ま れ る も の で 、 同 社 の 職 人 に 受 け 継 が れ

る 独 自 の も の 。 多 く の グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 の 受 賞 を は じ め 、 全 国 伝 統 的 工 芸 品 公

募 展 で 経 済 産 業 省 製 造 産 業 局 長 賞 や 近 畿 経 済 産 業 局 の 関 西 も の づ く り 新 撰 へ の

選 定 な ど 、 多 方 面 か ら 評 価 を 集 め て い る 。

ま た 、 併 設 す る ス ト ア の 内 装 は 福 井 県 丹 南 地 区 の 伝 統 産 業 で あ る 越 前 和 紙 や 越

前 箪 笥 を 取 り 入 れ て い る 。 工 場 の 見 学 で の 体 感 を 通 し た 打 刃 物 の 魅 力 は も ち ろ ん 、

刃 物 以 外 の 福 井 の 魅 力 も 伝 え 、 一 人 で も 多 く の お 客 さ ま に 、 地 域 の 魅 力 を 体 感 い

た だ く 「 場 」 と な っ て い る 。

F E A T U R E S

代 表 者 ： 代 表 取 締 役 増 谷 浩 司

所 在 地 ： 〒 9 1 5 - 0 8 7 3 福 井 県 越 前 市 池 ノ 上 町 4 9 - 1 - 5

設 立 ： 1 9 8 9 年

事 業 内 容 ： 包 丁 各 種 製 造 販 売

資 本 金 ： 5 0 0 万 円

U R L ： htt p s: / /r y u s e n - h a m o n o. c o m /

刃 物 だ け で 無 く 「 地 域 」 を 体 感 す る 空 間

A w a r d

世 界 に 羽 ば た く 製 品 を 活 か し 、 地 域 と 共 に 躍 動 す る

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 福 井 県 越 前 市 池 ノ 上 町 4 9 - 1 - 5

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 約 4, 5 0 0 人

開 業 ： 2 0 1 9 年 4 月

福 井 県 越 前 市

龍 泉 刃 物 フ ァ ク ト リ ー & ス ト ア

株 式 会 社 龍 泉 刃 物

＜ 経 済 産 業 省 ＞

は ば た く 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 3 0 0 社 （ 2 0 1 6 年 ）

＜ 福 井 県 ＞

福 井 ふ る さ と 企 業 表 彰 最 優 秀 賞 （ 2 0 1 6 年 ）



滋 賀 県 近 江 八 幡 市

- C O M P A N Y D A T A -

C O R E V A L U E

● 問 い 合 わ せ 先

株 式 会 社 た ね や ラ コ リ ー ナ 近 江 八 幡

T E L: 0 7 4 8 - 3 3 - 6 6 6 6

＜ 経 済 産 業 省 ＞

地 域 未 来 牽 引 企 業 選 定 （ 2 0 1 7 年 ）

が ん ば る 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 3 0 0 社 （ 2 0 1 5 年 ）

伝 統 的 な お 菓 子 だ け で な く 、 和 菓 子 × オ リ ー ブ オ イ ル な ど 斬 新 な ア イ デ ィ ア で 常

に 革 新 的 な 菓 子 づ く り に 挑 戦 し て い る 同 社 が 大 切 に す る の は “ 歴 史 に 学 び 、 自 然 に

学 ぶ ” こ と を 通 じ 、 新 た な 変 革 を 生 み 出 す 姿 勢 だ 。 2 0 1 5 年 に オ ー プ ン し た ラ コ リ ー

ナ 近 江 八 幡 に も そ の 精 神 が 息 づ く 。 「 こ れ か ら の 人 と 自 然 、 共 に 生 き る “ い の ち ”

の 在 り 方 を 見 つ め 、 自 然 を 愛 し 、 自 然 に 学 び 、 人 々 が 集 う 繋 が り の 場 」 を コ ン セ プ

ト に 、 八 幡 山 に つ な が る 森 づ く り を 目 指 し た 植 樹 活 動 や 、 従 業 員 の 手 で 育 て る 田 ん

ぼ や 山 野 草 、 栗 木 の あ た た か み を 感 じ ら れ る 店 舗 設 計 、 自 然 の 大 切 さ を 来 訪 者 に 伝

え る ラ コ リ ー ナ ツ ア ー の 開 催 な ど 自 然 の い と な み を 楽 し め る の が 魅 力 だ 。

バ ー ム フ ァ ク ト リ ー の 開 業 は 、 顧 客 へ の 新 た な 体 験 の 提 供 は も ち ろ ん 、 職 人 の 手

に 頼 る べ き 工 程 と 機 械 化 可 能 な 工 程 の 精 査 や 、 商 品 購 入 に 至 る ま で の 顧 客 の 顔 が 見

え る こ と に よ る 職 人 の モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ に も 繋 が っ て い る 。

昨 今 の 気 候 変 動 や パ ン デ ミ ッ ク は 原 材 料 調 達 な ど の 観 点 で 同 社 の な り わ い に 直 結

す る 課 題 。 「 我 々 が 身 近 な お 菓 子 を 通 し て 発 信 す る メ ッ セ ー ジ や ラ コ リ ー ナ で の 体

験 が 、 お 客 さ ん の 自 然 に 対 す る 意 識 、 行 動 を 変 え る き っ か け に 少 し で も な れ ば 」 と

経 営 本 部 の 小 玉 氏 は 語 る 。 お 菓 子 づ く り を 通 じ 、 脈 々 と 受 け 継 が れ て き た 近 江 商 人

の 姿 勢 を 体 現 し つ つ 、 人 と 自 然 が 共 生 す る 社 会 シ ス テ ム の 、 世 界 に 向 け た 発 信 を 目

指 す 同 社 の 今 後 の 更 な る チ ャ レ ン ジ に 、 期 待 が 高 ま る 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

バ ー ム フ ァ ク ト リ ー は 2 0 2 3 年 1 月 、 た ね や ・ ク ラ ブ ハ リ エ の フ ラ ッ グ シ ッ プ

店 「 ラ コ リ ー ナ 近 江 八 幡 」 の 敷 地 内 奥 に 、 同 社 史 上 最 大 規 模 の バ ー ム ク ー ヘ ン

の 店 舗 と し て オ ー プ ン し た 。 ガ ラ ス 張 り の 見 学 通 路 で は 、 同 社 が 長 年 “ 近 江 八 幡

の 味 ” と し て 守 り 続 け て き た バ ー ム ク ー ヘ ン の 製 造 工 程 を 生 地 づ く り か ら 包 装 ま

で 見 学 可 能 。 予 約 制 の ガ イ ド ツ ア ー で は 、 製 造 工 程 の こ だ わ り や 同 社 が 大 切 に

す る “ 自 然 ・ い の ち へ の 想 い ” を 分 か り や す く 学 ぶ こ と が で き る 。

見 学 ル ー ト だ け で な く 、 1 階 レ ジ カ ウ ン タ ー の 頭 上 に バ ー ム ク ー ヘ ン の 焼 成 で

使 う 芯 棒 を 並 べ る な ど 、 工 場 に 入 っ た よ う な 感 覚 を 味 わ え る 工 夫 を 随 所 に 凝 ら

し て い る 。 2 階 に は カ フ ェ も 併 設 。 大 き な 窓 か ら 近 江 八 幡 の 自 然 と 製 造 風 景 を

感 じ な が ら 、 “ 焼 き た て ” の バ ー ム ク ー ヘ ン mi ni を 楽 し め る 。

F E A T U R E S

2 0 2 3 年 1 月

代 表 者 ： た ね や グ ル ー プ C E O 山 本 昌 仁

所 在 地 ： 〒 5 2 3 - 8 5 3 3 滋 賀 県 近 江 八 幡 市 北 之 庄 町 6 1 5 - 1

創 業 ： 1 8 7 2 年

事 業 内 容 ： 和 菓 子 ・ 洋 菓 子 の 製 造 販 売 ／ 喫 茶 ・ 食 事

資 本 金 ： 9, 0 0 0 万 円

U R L ： htt p s: / /t a n e y a.j p /

バ ー ム フ ァ ク ト リ ー （ ラ コ リ ー ナ 近 江 八 幡 ）

生 地 づ く り か ら 包 装 ま で 、 没 入 感 の あ る 見 学 ル ー ト

A w a r d

お 菓 子 を 通 じ て 自 然 と 人 の い と な み を 次 代 へ 受 け 継 い で い く

株 式 会 社 た ね や 株 式 会 社 ク ラ ブ ハ リ エ

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 近 江 八 幡 市 北 之 庄 町 6 1 5 - 1

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 3 2 1 万 人 （ ※ ラ コ リ ー ナ 近 江 八 幡 / 2 0 2 2 年 ）

開 店 ： 2 0 2 3 年 1 月

自 然 を 愛 し 、 自 然 に 学 び 、

人 々 が 集 う 繋 が り の 場



- C O M P A N Y D A T A -

C O R E V A L U E

I N N O V A TI O N & F U T U R E

見 て ・ 聞 い て ・ 作 れ る 体 験 型 空 間

生 産 シ ェ ア は 西 日 本 最 大 、 全 国 で も 数 少 な い コ ン ペ イ ト ウ を つ く る 会 社 。 1 9 4 0

年 に 創 業 。

コ ン ペ イ ト ウ は 形 づ く り な ど に 高 い 技 術 が 必 要 と さ れ る た め 、 一 般 的 に 技 術 継

承 が 難 し い と い わ れ て い る 中 、 同 社 は 戦 後 以 降 、 一 貫 し て コ ン ペ イ ト ウ づ く り に

取 り 組 ん で い る 。 観 光 地 の お 土 産 用 の O E M 商 品 の ほ か 、 例 え ば 、 コ ン ペ イ ト ウ が

伝 来 し た 時 期 （ 安 土 桃 山 時 代 ） に 織 田 信 長 が 食 べ た で あ ろ う も の を 再 現 し た 「 信

長 の 金 平 糖 」 な ど 、 オ リ ジ ナ リ テ ィ ー の 高 い 自 社 商 品 を 製 造 、 販 売 し て い る 。

同 社 は コ ン ペ イ ト ウ の 手 作 り 体 験 や 工 場 見 学 の 受 入 れ を 2 0 0 3 年 と 比 較 的 早 い 段

階 か ら 実 施 し て お り 、 本 社 所 在 地 の 大 阪 府 八 尾 市 だ け で は な く 、 堺 市 や 福 岡 市 に

も 体 験 型 の 拠 点 を 設 け て い る 。

F E A T U R E S

代 表 者 ： 代 表 取 締 役 社 長 野 村 し お り

所 在 地 ： 〒 5 8 1 - 0 0 3 8 大 阪 府 八 尾 市 若 林 町 2 丁 目 8 8 番 地

設 立 ： 1 9 4 0 年 （ 法 人 設 立 ： 1 9 5 2 年 ）

事 業 内 容 ： お 菓 子 の 製 造 小 売 、 観 光 サ ー ビ ス

資 本 金 ： 4, 5 0 0 万 円

U R L ： htt p s: / / w w w. o s a k a - t o k a. c o.j p /

古 く も 新 し い コ ン ペ イ ト ウ を つ く る 会 社

A w a r d

コ ン ペ イ ト ウ の 価 値 を 一 人 で 多 く の 人 々 に

O P E N F A C T O R Y D A T A

大 阪 府 八 尾 市

コ ン ペ イ ト ウ ミ ュ ー ジ ア ム

大 阪 糖 菓 株 式 会 社

＜ 経 済 産 業 省 ＞

は ば た く 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 3 0 0 社 （ 2 0 2 0 年 ）

< 経 済 産 業 省 近 畿 経 済 産 業 局 ＞

第 4 回 は な や か Ｋ A N S AI 魅 力 ア ッ プ ア ワ ー ド 特 別 賞 （ 2 0 2 1 年 ）

＜ 全 国 産 業 観 光 推 進 協 議 会 ・ （ 公 社 ） 日 本 観 光 振 興 協 会 ＞

第 1 1 回 産 業 観 光 ま ち づ く り 大 賞 経 済 産 業 大 臣 賞 （ 2 0 1 7 年 ）

＜ （ 一 社 ） 大 阪 府 経 営 合 理 化 協 会 ＞

第 2 回 「 学 生 に 教 え た い “ 働 き が い の あ る 企 業 ” 大 賞 」 リ ー ダ ー シ ッ プ 賞 （ 2 0 1 9 年 ）

住 所 ： 大 阪 府 八 尾 市 若 林 町 2 丁 目 8 8 番 地

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 約 7, 5 0 0 人 ※

開 業 ： 2 0 0 3 年 1 2 月
※ 来 場 者 数 は 3 拠 点 合 計 。 お 買 物 除 く 体 験 の み の 人 数

コ ロ ナ 禍 前 （ 2 0 1 8 年 ） ： 約 1 5, 0 0 0 人

同 社 が コ ン ペ イ ト ウ づ く り 体 験 な ど を す る よ う に な っ た の は 、 先 代 社 長 が 人 口

減 少 な ど で 市 場 の 更 な る 縮 小 が 見 込 ま れ る 中 、 「 モ ノ を 単 に つ く っ て い る だ け で

は ダ メ 」 、 製 造 工 程 な ど を 伝 え る こ と で 、 コ ン ペ イ ト ウ の 本 当 の 価 値 を 感 じ て も

ら え る よ う に し よ う と 考 え た こ と が き っ か け 。

「 コ ン ペ イ ト ウ 王 国 」 と い う こ と か ら 、 現 社 長 も 南 蛮 人 の 装 い で 来 場 者 を お 出

迎 え す る ほ か 、 コ ン ペ イ ト ウ 王 国 の オ リ ジ ナ ル ア ニ メ も 用 意 す る な ど 徹 底 し た 世

界 観 づ く り が な さ れ て い る 。

オ リ ジ ナ リ テ ィ ー の 高 い 自 社 商 品 も 、 一 人 で も 多 く の 人 に コ ン ペ イ ト ウ の こ と

を 知 っ て も ら え る よ う に と の 想 い か ら つ く ら れ て お り 、 名 前 や 味 、 パ ッ ケ ー ジ な

ど に 工 夫 が 凝 ら さ れ て い る 。 更 に 近 年 で は 八 尾 市 の ゆ う き 農 園 と 「 や お の 若 ご ぼ

う こ ん ぺ い 」 や 、 同 じ く 八 尾 市 の 平 井 製 作 所 と 「 ダ イ ダ イ 金 平 糖 」 を つ く り 販 売

す る な ど 、 地 域 の 会 社 な ど と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン に も 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。

コ ン ペ イ ト ウ は 主 原 料 が グ ラ ニ ュ ー 糖 で 、 賞 味 期 限 も 1 年 程 度 と 比 較 的 長 く 保

存 も 容 易 で あ る こ と か ら 、 海 外 に も 向 け や す く 、 防 災 食 と し て も 注 目 さ れ 、 色 味

や 味 付 け で 無 限 の 可 能 性 が 秘 め ら れ て い る 。 「 夢 と 希 望 が 詰 ま っ た お 菓 子 」 コ ン

ペ イ ト ウ 。 今 後 の 同 社 の 更 な る チ ャ レ ン ジ に 期 待 し た い 。

● 問 い 合 わ せ 先

大 阪 糖 菓 株 式 会 社

T E L: 0 7 2 - 9 4 8 - 1 3 3 9 （ コ ン ペ イ ト ウ ミ ュ ー ジ ア ム 八 尾 ）

※ 堺 、 福 岡 の 情 報 は Q R コ ー ド か ら ご 参 照 下 さ い 。
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● 問 い 合 わ せ 先

木 村 石 鹸 工 業 株 式 会 社

T E L: 0 5 9 5 - 2 0 - 9 2 2 2 （ I G A S T U DI O P R O J E C T）

「 I G A S T U DI O P R O J E C T」 は 、 「 モ ノ を つ く る 工 場 か ら 楽 し い を 作 る 工 場 」

を コ ン セ プ ト に 、 「 工 場 」 で は な く 「 S T U DI O 」 、 様 々 な 試 み を す る 場 所 な の で

「 P R O J E C T 」 と い う よ う に 、 呼 び 方 一 つ を と っ て も 「 楽 し み 」 が 感 じ ら れ る 。

た だ 、 稼 働 時 は コ ロ ナ の ま っ た だ 中 。 今 年 度 （ 2 0 2 2 年 度 ） に な り 、 顧 客 や 地

元 の 小 学 生 が 参 加 し た 工 場 見 学 ツ ア ー を 開 催 す る な ど 、 交 流 を 深 め る 場 所 と し て

の 活 動 を 本 格 的 に 開 始 し た 。

ま た 同 社 は 顧 客 と の 交 流 に と ど ま ら ず 、 ほ か の 企 業 と の 交 流 も 積 極 的 に 進 め て

い る 。 例 え ば 、 本 社 が あ る 大 阪 府 八 尾 市 の 「 み せ る ば や お 」 に 参 画 、 同 じ 八 尾 市

内 に あ る 友 安 製 作 所 と コ ラ ボ レ ー シ ョ ン し 商 品 （ 「 L O M A 」 シ リ ー ズ ） を 開 発 、

販 売 し て い る 。

も と も と 同 社 は ト ッ プ ダ ウ ン で は な く 、 従 業 員 一 人 一 人 が 自 分 で 考 え 、 行 動 す

る 自 律 型 の 組 織 形 態 で 、 ほ と ん ど の 仕 事 や 判 断 を 現 場 レ ベ ル で 決 定 し 進 め る こ と

が で き る よ う に な っ て い る 。 「 L O M A 」 シ リ ー ズ も 同 社 で は 新 卒 1 年 目 の 従 業 員

が 中 心 と な り 開 発 が 進 め ら れ た 。

「 I G A S T U DI O P R O J E C T」 か ら も 今 後 、 従 業 員 が お 客 様 な ど と も 一 緒 に な り 、

商 品 を は じ め 様 々 な 新 し い 価 値 が 生 み 出 さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

モ ノ を 作 る 工 場 か ら 楽 し い を 作 る 工 場

1 9 2 4 年 創 業 の 石 け ん ・ 洗 剤 を つ く る 会 社 。 国 内 で は も う ほ と ん ど 行 わ れ て い な

い 「 釜 焚 き 製 法 」 で 石 け ん を 製 造 し 、 そ の 石 け ん を 原 料 に 、 家 庭 用 か ら 業 務 用 ま

で 幅 広 い 洗 浄 剤 の 開 発 ・ 製 造 ・ 販 売 を 行 っ て い る 。

ま た 近 年 は 、 積 み 重 ね て き た 職 人 の 技 を い か し て 、 石 け ん と 天 然 素 材 だ け を 原

料 に し た 洗 剤 「 S O M A LI 」 を は じ め と す る 自 社 ブ ラ ン ド 商 品 の 開 発 ・ 販 売 に 力 を

入 れ て い る 。

2 0 2 0 年 に 自 社 ブ ラ ン ド 商 品 の 製 造 を 主 に 行 う 、 「 I G A S T U DI O P R O J E C T」 が

稼 働 。 た だ モ ノ を つ く る だ け の 工 場 で は な く 、 も の づ く り の 現 場 が 見 や す い よ う

に 見 学 通 路 が 整 備 さ れ て い た り 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ が で き る 場 所 が あ る な ど 、 「 顧

客 と の 交 流 を 深 め る 場 所 」 と し て の 仕 掛 け が 用 意 さ れ て い る 。

F E A T U R E S

代 表 者 ： 代 表 取 締 役 社 長 木 村 祥 一 郎

所 在 地 ： 〒 5 8 1 - 0 0 6 6 大 阪 府 八 尾 市 北 亀 井 町 2 - 1 - 3 0

設 立 ： 1 9 2 4 年 （ 法 人 設 立 ： 1 9 7 6 年 ）

事 業 内 容 ： 洗 剤 及 び 洗 浄 剤 の 製 造 販 売

資 本 金 ： 2, 9 0 0 万 円

U R L ： htt p s: / / w w w. ki m ur a s o a p. c o.j p /

伝 統 も い か し た 、 正 直 な も の づ く り

A w a r d

自 律 型 の 組 織 で 更 な る イ ノ ベ ー シ ョ ン を ！

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 三 重 県 伊 賀 市 治 田 山 梨 3 2 0 9 - 1 2

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 約 1 5 0 人

開 業 ： 2 0 2 0 年 1 月

大 阪 府 八 尾 市

I G A（ ア イ ・ ジ ー ・ エ ー ） S T U DI O P R O J E C T

木 村 石 鹸 工 業 株 式 会 社

＜ 経 済 産 業 省 ＞

地 域 未 来 牽 引 企 業 選 定 （ 2 0 2 0 年 ）

＜ 大 阪 府 ＞

大 阪 も の づ く り 優 良 企 業 賞 （ 2 0 1 6 年 ）

＜ F or b e s J A P A N ＞

ス モ ー ル ・ ジ ャ イ ア ン ツ ・ ア ワ ー ド 2 0 1 9 ロ ー カ ル ヒ ー ロ ー 賞 （ 2 0 1 9 年 ）

＜ 株 式 会 社 マ ク ア ケ ＞

M a k u a k e Of T h e Y e a r 2 0 2 0 （ 2 0 2 0 年 ）
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● 問 い 合 わ せ 先

藤 田 金 属 株 式 会 社

T E L: 0 7 2 - 9 4 9 - 3 2 2 1

小 規 模 事 業 者 と し て の 特 性 を 存 分 に 発 揮 し 、 こ れ ま で に も ほ か の 会 社 と 多 く の コ

ラ ボ レ ー シ ョ ン に 取 り 組 ん で き た 。 先 の デ ザ イ ン ユ ニ ッ ト T E N T と は 、 同 社 初 の イ

ン テ リ ア 用 品 、 園 芸 用 品 （ 「 テ ー ブ ル ラ ン プ イ チ 」 、 「 プ ラ ン ト ポ ッ ト ハ チ 」 ）

を つ く り 、 販 売 を 開 始 。

加 え て 、 同 社 が 立 地 す る 大 阪 府 八 尾 市 に は 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー で あ

る 「 F a ct orI S M 」 や 常 設 の 拠 点 で あ る 「 み せ る ば や お 」 が 、 開 催 ・ 開 設 さ れ て お り 、

同 社 は い ず れ に も 参 加 。 そ こ で で き た つ な が り を も と に 、 例 え ば 同 じ 八 尾 市 内 に あ

る 友 安 製 作 所 と は 普 段 の 料 理 か ら ア ウ ト ド ア で も 使 え る 鉄 製 の 鍋 、 「 ど っ ち も ど っ

ち も 」 を つ く る ほ か 、 ミ ズ ノ や ア ー バ ン リ サ ー チ と い っ た 大 手 の 会 社 と の コ ラ ボ

レ ー シ ョ ン も あ り 、 そ の 「 場 」 や 「 機 会 」 を 的 確 に 活 か し て 、 次 々 と 新 し い も の を

世 の 中 に 送 り 出 し て い る 。

工 場 を 開 き 、 外 の 方 々 を 受 け 入 れ る こ と は 、 他 の 会 社 に は 同 社 に ア プ ロ ー チ し や

す い 環 境 を つ く り 、 同 社 に も 他 の 会 社 と コ ラ ボ レ ー シ ョ ン す る ハ ー ド ル を 低 く し て

い る と 想 定 さ れ 、 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と す る こ と の メ リ ッ ト が 大 い に 体 現 さ れ て

い る 。 今 後 も 、 こ の 「 日 常 を 楽 し く す る 金 属 の 工 場 」 か ら 、 様 々 な コ ラ ボ レ ー シ ョ

ン 、 そ の 先 に あ る イ ノ ベ ー シ ョ ン が 起 き る こ と が 期 待 さ れ る 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

日 常 を 楽 し く す る 金 属 の 工 場

「 日 常 を 楽 し く す る 金 属 」 を ス ロ ー ガ ン に 、 フ ラ イ パ ン な ど の キ ッ チ ン 用 品 の

ほ か 、 最 近 で は イ ン テ リ ア 用 品 や 園 芸 用 品 も 作 っ て い る 会 社 。

金 型 づ く り や 金 属 の 加 工 か ら 検 品 ・ 梱 包 ま で を 一 貫 し て 手 が け て い る こ と か ら 、

迅 速 な 商 品 開 発 、 お 手 頃 価 格 で の 商 品 提 供 が 可 能 。 デ ザ イ ン ユ ニ ッ ト と コ ラ ボ

レ ー シ ョ ン し た 「 フ ラ イ パ ン ジ ュ ウ 」 は 、 そ の 商 品 開 発 力 が い か さ れ て お り 、

2 0 2 1 年 に は 世 界 的 な デ ザ イ ン ア ワ ー ド で あ る 「 i Fデ ザ イ ン 賞 」 、 「 レ ッ ド ・ ド ッ

ト ・ デ ザ イ ン 賞 」 を ダ ブ ル 受 賞 。 テ レ ビ な ど 多 方 面 か ら 注 目 も 集 め て い る 。

2 0 2 1 年 2 月 に は 工 場 を 見 な が ら 買 物 を 楽 し む こ と が で き る フ ァ ク ト リ ー シ ョ ッ

プ を オ ー プ ン 。 商 品 の 良 さ だ け で は な く も の づ く り の 素 晴 ら し さ 、 楽 し さ を 同 時

に 体 験 で き る 場 と な っ て い る 。

F E A T U R E S

代 表 者 ： 代 表 取 締 役 社 長 藤 田 盛 一 郎

所 在 地 ： 〒 5 8 1 - 0 0 3 5 大 阪 府 八 尾 市 西 弓 削 3 - 8

設 立 ： 1 9 7 0 年

事 業 内 容 ： 金 属 製 キ ッ チ ン 用 品 、 イ ン テ リ ア 用 品 等 の 製 造 販 売

資 本 金 ： 1, 0 0 0 万 円

U R L ： htt p: / / w w w.f ujit a - ki n z o k u.j p /

商 品 の 良 さ 、 そ の 秘 密 が す ぐ に 分 か る 場 所

A w a r d

「 開 く 」 が も た ら す 「 つ な が り 」 、 「 新 し い も の 」

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 大 阪 府 八 尾 市 西 弓 削 3 - 8

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 約 2, 8 0 0 人

開 業 ： 2 0 2 1 年 2 月

大 阪 府 八 尾 市

フ ラ イ パ ン ビ レ ッ ジ

藤 田 金 属 株 式 会 社

＜ 経 済 産 業 省 ＞

は ば た く 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 3 0 0 社 （ 2 0 2 0 年 ）

＜ i F イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ フ ォ ー ラ ム ・ デ ザ イ ン （ 独 ） ＞

i Fデ ザ イ ン 賞 （ 2 0 2 1 年 ）

＜ ノ ル ト ラ イ ン ・ ヴ ェ ス ト フ ァ ー レ ン ・ デ ザ イ ン セ ン タ ー （ 独 ） ＞

レ ッ ド ・ ド ッ ト ・ デ ザ イ ン 賞 （ 2 0 2 1 年 ）
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-i nf or m ati o n-

見 学 会 の ご 案 内 を H P に 随 時 掲 載 し て い ま す 。

是 非 ご 覧 く だ さ い 。

同 社 が ワ イ ナ リ ー 見 学 を 開 始 し た の は 1 9 9 0 年 。 か つ て 日 本 一 の 産 地 だ っ た 大 阪 の

ぶ ど う 畑 を 後 世 に 残 し 、 地 域 と 共 に 歩 ん で い こ う と 現 社 長 の 高 井 利 洋 氏 が 取 り 組 み

を 開 始 。 今 で こ そ 予 約 で 埋 ま る 人 気 イ ベ ン ト だ が 、 開 始 当 初 は １ ， 2 名 し か 集 ま ら

ず 、 集 客 に 苦 心 し て い た 。

転 機 は 地 元 柏 原 市 と 国 に よ る 文 化 財 指 定 。 大 正 時 代 か ら 使 い 続 け ら れ て い る 貯 蔵

庫 や 保 管 さ れ て い た 醸 造 器 具 が 文 化 財 と し て の 指 定 を 受 け た こ と か ら 、 地 域 内 外 の

注 目 を 集 め 、 次 第 に 見 学 者 を 増 や し て い っ た 。

現 在 は 月 二 回 、 ぶ ど う 畑 や 工 場 の 見 学 、 貯 蔵 庫 2 階 に 設 け ら れ た テ イ ス テ ィ ン グ

ル ー ム で の 試 飲 に 特 製 ラ ン チ を 添 え た 見 学 コ ー ス を 有 料 で 提 供 し て お り 、 毎 回 予 約

で 埋 ま る ほ ど の 人 気 を 博 し て い る 。

ま た 、 2 0 1 4 年 に 設 立 1 0 0 周 年 事 業 と し て 「 カ タ シ モ ワ イ ン 祭 り 」 を 開 催 。 広 大 な

畑 を 開 放 し 、 地 元 の レ ス ト ラ ン に よ る 出 店 の ほ か 、 ラ イ ブ や 野 菜 マ ル シ ェ を 開 く な

ど 地 域 ぐ る み の 取 り 組 み を 行 っ て い る 。 同 イ ベ ン ト は 拠 点 が 7 カ 所 設 置 さ れ る こ と

か ら 、 社 員 の 主 体 性 を 産 み 出 す 源 泉 に も な っ て い る 。

「 地 元 の 人 た ち が 地 域 を 知 り 、 カ タ シ モ の こ と を 語 っ て く れ る の が 何 よ り も 嬉 し

い 。 社 員 と と も に 地 域 に 愛 さ れ る ワ イ ナ リ ー を 育 て て い き た い 。 」 と 5 代 目 継 承 者

の 高 井 麻 記 子 氏 は 語 る 。

地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ を 支 え る 同 社 の 今 後 の 取 り 組 み に 期 待 し た い 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

地 域 と と も に 生 き る 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ワ イ ナ リ ー

同 社 は 「 河 内 ワ イ ン 」 や 「 柏 原 ワ イ ン 」 ブ ラ ン ド で 知 ら れ る ワ イ ン 製 造 メ ー

カ ー 。 明 治 初 期 に 創 業 者 の 父 、 高 井 利 三 郎 氏 が 大 阪 平 野 の 堅 下 （ カ タ シ モ ） の

地 を 開 墾 し 、 ぶ ど う 栽 培 に 着 手 。 1 9 1 2 年 （ 大 正 元 年 ） に 創 業 者 で あ る 高 井 作 次

郎 氏 に よ り ワ イ ン 醸 造 を 開 始 し た 。

1 9 1 4 年 （ 大 正 三 年 ） に “ カ タ シ モ 洋 酒 醸 造 所 ” を 設 立 し 、 現 存 す る 西 日 本 最 古

の ワ イ ナ リ ー と し て 、 国 内 外 の ワ イ ン 愛 好 家 に そ の 名 を 知 ら し め て い る 。

自 社 農 園 に お け る 減 農 薬 と 有 機 肥 料 の 使 用 に よ る こ だ わ り の ぶ ど う 栽 培 、 永

年 の 醸 造 技 術 の 研 鑽 に よ り 国 内 外 の ワ イ ン コ ン ク ー ル で 受 賞 す る 一 方 、 日 本 初

の ぶ ど う の 皮 を 原 料 と し た ブ ラ ン デ ー や “ た こ シ ャ ン ” と い っ た オ リ ジ ナ ル 商 品

の 開 発 も 積 極 的 に 行 っ て い る 。

ぶ ど う 栽 培 、 ワ イ ン 製 造 ・ 販 売 の 傍 ら 、 ワ イ ナ リ ー 見 学 会 を 月 二 回 開 催 。 ま

た 毎 年 1 1 月 に は 数 千 人 の 来 場 者 を 誇 る 「 カ タ シ モ ワ イ ン 祭 り 」 を 開 催 し 、 ワ イ

ン 愛 好 家 や 地 域 の 人 々 が ぶ ど う 畑 の 下 で ワ イ ン と 料 理 を 楽 し む 機 会 を 提 供 し て

い る 。

F E A T U R E S

代 表 者 ： 代 表 取 締 役 高 井 利 洋

所 在 地 ： 〒 5 8 2 - 0 0 1 7  大 阪 府 柏 原 市 太 平 寺 2 - 9 - 1 4

設 立 ： 1 9 1 4 年 （ 大 正 三 年 ）

事 業 内 容 ： ワ イ ン 製 造 、 清 涼 飲 料 水 製 造 、 ぶ ど う 栽 培

資 本 金 ： 2, 4 9 0 万 円

U R L ： htt p s: / / w w w. k a s hi w ar a - wi n e. c o m /

大 阪 産 ワ イ ン を 物 語 る 、 西 日 本 最 古 の ワ イ ナ リ ー

A w ar d

地 域 を 愛 し 、 愛 さ れ る ワ イ ナ リ ー を 目 指 し て

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 大 阪 府 柏 原 市 太 平 寺 2 - 9 - 1 4

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 1, 5 0 0 人 （ イ ベ ン ト 時 約 3, 0 0 0 人 ）

開 業 ： 1 9 9 0 年

＜ 経 済 産 業 省 ＞

が ん ば る 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 3 0 0 社 （ 2 0 1 3 年 ）

地 域 未 来 牽 引 企 業 選 定 （ 2 0 1 7 年 ）

平 成 3 0 年 度 地 産 地 消 等 優 良 活 動 表 彰 農 林 水 産 大 臣 賞 受 賞 （ 2 0 1 8 年 ）

大 阪 府 柏 原 市

カ タ シ モ ワ イ ナ リ ー

カ タ シ モ ワ イ ン フ ー ド 株 式 会 社
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● 問 い 合 わ せ 先

f a ct or y.t o ur. s mil e y e art h @ g m ail. c o m

T E L: 0 7 2 - 4 5 0 - 2 0 1 8

1 9 9 8 年 に 地 元 の 河 川 「 樫 井 川 」 が 環 境 省 の 全 国 河 川 水 質 調 査 で 日 本 ワ ー ス ト ワ ン

を 記 録 。 地 元 の 特 産 品 で あ る タ オ ル を 作 れ ば 作 る ほ ど 、 地 元 の 自 然 環 境 を 汚 し て し

ま う 悪 循 環 を 断 ち 切 る た め 、 同 社 は 2 0 0 8 年 に 綿 産 業 史 に お い て 前 人 未 踏 の 挑 戦 を ス

タ ー ト さ せ た 。

同 社 が 選 ん だ タ オ ル の 主 原 料 は ウ ガ ン ダ 共 和 国 産 の 有 機 栽 培 綿 。 原 産 国 に た び た

び 足 を 運 び 、 綿 花 の 品 質 ア ッ プ に 綿 農 家 と 共 に 取 り 組 む な ど 、 現 地 住 民 達 と の 交 流

を 重 ね て き た 。 2 0 1 7 年 に 同 社 が 立 地 し て い る 大 阪 府 泉 佐 野 市 と ウ ガ ン ダ 共 和 国 北 部

の グ ル 市 が 友 好 都 市 提 携 を 結 び 、 ま た 2 0 2 1 年 に 開 催 さ れ た 東 京 オ リ ン ピ ッ ク 時 に ウ

ガ ン ダ 共 和 国 が 日 本 の 二 つ の 自 治 体 （ 泉 佐 野 市 ・ 立 科 町 ） で 事 前 合 宿 を 行 っ た の は 、

同 社 が 懸 け 橋 と な り 実 現 さ れ た こ と 。

自 社 の タ オ ル 製 造 に 関 し て は 、 工 場 内 で 使 用 す る 自 然 資 源 （ 綿 ・ 水 ・ エ ネ ル

ギ ー ） の 扱 い 方 を 見 直 し 、 自 然 と 共 生 し て い く こ と を 大 前 提 と し た 循 環 利 用 シ ス テ

ム を 構 築 し 、 地 域 の 生 態 系 と 共 生 す る タ オ ル 工 場 を 実 現 し て き て い る 。

こ の よ う な 「 共 生 工 場 」 へ の 注 目 は 国 内 に 止 ま ら ず 海 外 か ら の 注 目 も 高 い 。 ま さ

に 国 内 外 か ら 注 目 さ れ る 「 グ ロ ー カ ル オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 」 の 一 つ と な っ て い る 。

大 阪 ・ 関 西 万 博 2 0 2 5 を 控 え た 近 畿 圏 に お い て 、 今 後 益 々 こ の よ う な S D G s 体 感 工 場

を 起 点 と し た ダ イ バ ー シ テ ィ な 交 流 や イ ノ ベ ー シ ョ ン に 期 待 が 高 ま っ て い き そ う だ 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

自 然 と 共 生 す る タ オ ル 工 場

同 社 は 「 日 本 タ オ ル 製 造 発 祥 の 地 」 大 阪 府 泉 佐 野 市 で 、 タ オ ル 製 造 の 未 来 を

創 造 す る 技 術 革 新 に 取 り 組 む タ オ ル 製 造 企 業 。 化 学 薬 剤 に 依 存 せ ず 綿 の 処 理 を

行 う 特 許 技 術 「 自 浄 清 綿 法 」 を 駆 使 し 、 地 域 の 生 態 系 と の 共 生 を 実 現 し た 循 環

型 環 境 ス ト レ ス フ リ ー を 実 現 し た タ オ ル 生 産 プ ロ セ ス が 第 ７ 回 「 も の づ く り 日

本 大 賞 」 経 済 産 業 大 臣 賞 を 受 賞 す る な ど 高 い 技 術 力 を 誇 る 。

同 社 の 工 場 見 学 で は 、 異 色 の 経 歴 を 持 つ 社 長 自 ら が 語 部 と な り 、 地 域 の 歴 史

や タ オ ル 産 業 の 歴 史 を 独 自 の 視 点 で 紐 解 き な が ら 、 同 社 が 現 在 取 り 組 む 様 々 な

イ ノ ベ ー シ ョ ン 事 業 を 実 践 し て き た 体 験 談 と 共 に 、 分 か り や す い ス ト ー リ ー で

語 ら れ る プ ロ グ ラ ム と な っ て い る 。 そ う し た プ ロ グ ラ ム が 、 学 生 や 社 会 人 の

S D G s 理 解 を 深 め ら れ る 学 び の 体 感 現 場 と し て 全 国 か ら 注 目 が 集 ま っ て い る 。

F E A T U R E S

代 表 者 ： 代 表 取 締 役 社 長 奥 龍 将

所 在 地 ： 〒 5 9 8 - 0 0 2 4 大 阪 府 泉 佐 野 市 上 之 郷 2 3 8 4

設 立 ： 2 0 0 8 年 2 月

事 業 内 容 ： タ オ ル 事 業 及 び 原 綿 輸 入 販 売

資 本 金 ： 5 0 0 万 円

U R L ： htt p: / / s mil e y e art h. c o.j p /

タ オ ル 製 造 の 未 来 に 触 れ ら れ る 「 S D G s 体 感 工 場 」

A w a r d

リ ア ル S D G ｓ を 実 走 す る タ オ ル 工 場 が 生 み 出 す 可 能 性

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 大 阪 府 泉 佐 野 市 上 之 郷 2 3 8 番 地

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 2 0 0 ~ 3 0 0 人

開 業 ： 2 0 1 9 年 ４ 月

＜ 経 済 産 業 省 ＞

第 ７ 回 も の づ く り 日 本 大 賞 経 済 産 業 大 臣 賞 （ 2 0 1 8 年 ）

※ 奥 龍 将 氏 、 奥 竜 一 氏 が 受 賞

は ば た く 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業 者 3 0 0 社 （ 2 0 1 9 年 ）

大 阪 府 泉 佐 野 市

N at u r e T o w el F a ct o r y

株 式 会 社 ス マ イ リ ー ア ー ス
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C O R E V A L U E

● 問 い 合 わ せ 先

株 式 会 社 ⻘ 木 松 風 庵 広 報 担 当

T E L: 0 7 2 - 4 9 2 - 2 5 2 5

＜ 経 済 産 業 省 ＞

地 域 未 来 牽 引 企 業 選 定 （ 2 0 1 8 年 ）

＜ 大 阪 市 ＞

大 阪 市 女 性 活 躍 リ ー デ ィ ン グ カ ン パ ニ ー （ 2 0 2 1 年 ）

伝 統 的 な 和 菓 子 だ け で な く 、 み る く 饅 頭 「 月 化 粧 」 や 元 祖 関 西 風 苺 大 福 「 お し ゃ

れ 」 な ど 、 1 0 0 種 類 以 上 の 四 季 折 々 の 和 洋 菓 子 を 届 け る 、 大 阪 和 歌 山 に 2 8 店 舗 ・ 2 工

場 を 展 開 す る 同 社 は 、 「 天 よ り 与 え ら れ た 自 然 」 を 感 じ 取 る 菓 子 の 伝 統 と 精 神 を 大

切 に し つ つ 、 長 年 培 っ た 技 術 と 五 感 （ 視 覚 ・ 味 覚 ・ 触 覚 ・ 嗅 覚 ・ 聴 覚 ） を 活 か し て

和 菓 子 づ く り の 概 念 に と ら わ れ な い 発 想 と 手 法 で お 菓 子 作 り を 続 け て き た 。 価 値 観

の 多 様 化 が 進 む 現 代 に お い て 、 伝 統 を 守 る だ け で な く 、 新 し い 感 性 で 今 ま で に な い

美 味 し さ を 創 造 す る た め に 、 地 域 活 性 化 や 海 外 旅 行 者 の 需 要 も 意 識 し な が ら 今 回 の

オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 型 工 場 を 設 立 し た 。

実 際 、 当 該 フ ァ ク ト リ ー の 設 立 に 合 わ せ て 京 都 福 寿 園 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 商 品

「 伊 右 衛 門 月 化 粧 」 が 誕 生 。 「 伊 右 衛 門 」 の 抹 茶 と い う 素 材 の 旨 み を ど う 生 か す か 、

お 茶 の 風 味 を ど う 引 き 出 す か を 大 切 に 、 何 度 も 試 作 を し 実 現 に 至 る な ど 、 単 な る 観

光 工 場 で は な く 、 新 た な 付 加 価 値 を 生 み 出 す 拠 点 と し て 躍 動 し て い る 。

「 月 化 粧 に “ 手 土 産 ” の イ メ ー ジ の 強 い 大 阪 の 人 に こ そ 、 ぜ ひ 一 度 来 場 し て 焼 き た

て を 食 べ て み て ほ し い 」 と ⻘ 木 社 長 は 語 る 。 工 場 見 学 来 場 者 は 2 0 2 0 年 7 月 の 設 立 後 、

2 0 2 2 年 2 月 に は 1 0 万 人 を 突 破 。 同 1 0 月 に は 1 5 万 人 を 突 破 す る な ど そ の 勢 い は 止 ま ら

な い 。 今 後 も こ の 場 所 を 核 と し た 新 た な 出 会 い ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン が 期 待 さ れ る 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

地 域 の 活 気 を 生 み 出 す 観 光 工 場

同 社 の 主 力 商 品 で あ る 「 月 化 粧 」 は 、 厳 選 し た 北 海 道 産 い ん げ ん 豆 「 大 手

亡 」 と 「 白 金 時 」 か ら 作 る 自 家 製 の 白 餡 に 、 練 乳 と 北 海 道 産 バ タ ー が 絶 妙 に

マ ッ チ し た 、 和 菓 子 の 上 品 さ と 洋 菓 子 の 風 味 の 両 方 を 併 せ 持 つ お 菓 子 。 本 フ ァ

ク ト リ ー で は ま ず 「 映 像 室 」 で 製 造 工 程 や 、 子 ど も た ち も 楽 し め る ク イ ズ な ど

の 映 像 を 視 聴 。 そ の 後 、 製 造 ラ イ ン を 見 学 し 、 所 要 時 間 お よ そ 3 0 - 4 0 分 ほ ど で

魅 力 を 堪 能 で き る 。 製 法 の こ だ わ り や 製 造 工 程 を 学 ん だ 上 で の 、 焼 き た て の 温

か い 月 化 粧 の 試 食 は 格 別 だ 。

ま た 、 「 展 示 エ リ ア 」 で は 、 小 豆 や 小 麦 粉 な ど 使 用 す る 素 材 に 対 す る こ だ わ り

や 自 家 製 餡 が 出 来 上 が る ま で の 工 程 、 日 本 の 菓 子 及 び 同 社 の 歴 史 に 関 す る 展 示 、

菓 子 の 神 を 祀 る 菓 祖 神 社 な ど 、 同 社 の お 菓 子 作 り に 対 す る 熱 い 想 い に 触 れ ら れ る

ス ト ー リ ー 体 感 工 場 と な っ て い る 。

F E A T U R E S

2 0 2 0 年 7 月

代 表 者 ： 代 表 取 締 役 ⻘ 木 一 郎

所 在 地 ： 〒 5 9 9 - 0 2 0 3 大 阪 府 阪 南 市 黒 田 4 5 3 - 1 5

設 立 ： 1 9 8 5 年 1 0 月

事 業 内 容 ： 和 菓 子 ・ 洋 菓 子 の 製 造 及 び 販 売

資 本 金 ： 2, 0 0 0 万 円

U R L ： htt p s: / / w w w. s h of u a n. c o.j p /

月 化 粧 フ ァ ク ト リ ー

原 材 料 か ら 製 造 者 の 想 い に 触 れ る ス ト ー リ ー 体 感 工 場

A w a r d

単 な る 観 光 工 場 で は な く 、 新 し い 完 成 が 交 錯 す る 発 信 型 工 場

株 式 会 社 青 木 松 風 庵

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 大 阪 府 阪 南 市 黒 田 4 5 3 - 1 5

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 3 0 万 人

開 業 ： 2 0 2 0 年 7 月



奈 良 県 葛 城 市

- C O M P A N Y D A T A -

C O R E V A L U E

● 問 い 合 わ せ 先

梅 乃 宿 酒 造 株 式 会 社

T E L: 0 7 4 5 - 6 9 - 2 1 2 1

＜ 経 済 産 業 省 ＞

地 域 未 来 牽 引 企 業 選 定 （ 2 0 1 8 年 ）

今 回 の 新 蔵 移 設 で は 、 「 集 客 」 と 「 集 約 」 の 2 点 を 実 現 し た 。

旧 蔵 時 代 か ら 、 個 人 の 来 客 に 対 し て 「 製 造 現 場 を 見 て も ら う 体 験 」 は 提 供 し て い た 。

し か し 、 老 朽 化 や 敷 地 面 積 、 バ リ ア フ リ ー 等 の 観 点 で 、 見 学 ・ 訪 問 等 の 受 け 入 れ に 対

す る 物 理 的 な 制 約 ・ 限 界 が 多 か っ た 。 新 蔵 で は 、 観 光 バ ス の 受 け 入 れ 体 制 を 整 備 し た

ほ か 、 バ リ ア フ リ ー の 点 に も 抜 か り が な い 。 こ う し た 工 夫 も 一 因 と な り 、 日 本 酒 好 き

以 外 の 方 や 地 域 外 か ら の 来 客 が 増 え た 。

さ ら に 、 旧 蔵 時 代 は 製 造 拠 点 が 複 数 点 在 し て い た が 、 新 蔵 で は 一 カ 所 に 集 約 す る こ

と で 、 作 業 効 率 が 上 が り 無 駄 が な く な っ た 。 ま た 、 元 々 、 別 拠 点 で 働 い て い た 社 員 が

一 か 所 に 集 ま っ た こ と で 新 た な 関 係 が 構 築 さ れ た り 、 来 場 者 の 生 声 が 企 画 ・ 製 造 ラ イ

ン に 届 き や す く な っ た り と 、 拠 点 の 集 約 が 新 た な イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 の 機 能 を 果 た し

て い る 側 面 も あ る 。

旧 蔵 時 代 か ら 根 付 く 同 社 の ウ ェ ル カ ム 精 神 と オ ー プ ン な 文 化 が 、 新 蔵 の 集 客 と 集

約 機 能 を 通 じ て 、 さ ら に 開 花 し た 。 2 0 2 5 年 大 阪 ・ 関 西 万 博 に 向 け て は 、 地 元 地 域 と

の よ り 密 な 連 携 を は か る 。 定 期 的 に 開 催 す る 「 蔵 開 き 」 等 、 集 客 力 の あ る イ ベ ン ト

を 活 用 し 、 新 蔵 を 中 心 に 地 域 へ の 観 光 客 の 波 及 を 促 す 。

「 ワ ク ワ ク の 蔵 」 を 中 心 に 、 始 ま り の 地 、 奈 良 が 盛 り 上 が る 未 来 に 期 待 し た い 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

新 し い 酒 文 化 を 創 造 す る 「 ワ ク ワ ク の 蔵 」

同 社 は 、 日 本 酒 発 祥 の 地 と の 言 い 伝 え が あ る 万 葉 の 地 、 奈 良 で 、 明 治 2 6 年 に 創 醸 。

根 幹 を な す 清 酒 ブ ラ ン ド は モ ン ド セ レ ク シ ョ ン で 最 高 金 賞 を 受 賞 す る な ど 高 い 評 価

を 受 け る 一 方 、 多 様 な リ キ ュ ー ル ブ ラ ン ド に も フ ァ ン が 多 い 。

2 0 2 2 年 7 月 、 創 業 の 地 ・ 葛 城 で 同 市 内 の 別 の 場 所 に 移 設 し 、 新 た な 酒 造 り へ の 挑

戦 を ス タ ー ト し た 。 こ れ に 合 わ せ 、 来 場 者 に 向 け た 蔵 見 学 コ ー ス を 用 意 。 清 酒 の 製

造 工 程 で は 、 五 感 に 訴 え か け る 様 々 な 仕 掛 け に よ っ て 体 験 ・ 学 習 で き 、 見 学 し た 後

に は 、 同 社 の お 酒 が 試 飲 が で き る 。 ま た 、 「 梅 シ ロ ッ プ づ く り 」 な ど の 体 験 が で き

る ほ か 、 季 節 ご と の イ ベ ン ト も 開 催 さ れ る 。

新 蔵 へ の 来 場 者 は フ ァ ミ リ ー 層 も 多 い 。 売 店 で は 子 供 や 日 本 酒 に な じ み の な い 層

の 来 客 を 見 込 ん で 、 ア イ ス 、 ノ ン ア ル コ ー ル ド リ ン ク も 多 数 提 供 し て い る 。

F E A T U R E S

2 0 2 2 年 7 月

代 表 者 ： 代 表 取 締 役 吉 田 佳 代

所 在 地 ： 〒 6 3 9 - 2 1 3 5 奈 良 県 葛 城 市 寺 口 2 7 番 地 1

創 業 ： 1 8 9 3 年

事 業 内 容 ： 日 本 酒 、 リ キ ュ ー ル 、 各 種 酒 類 の 製 造 ・ 販 売 、 商 品 開 発

資 本 金 ： 3, 0 0 0 万 円

U R L ： htt p s: / / w w w. u m e n o y a d o. c o m /

新 蔵 物 語

日 本 酒 が 好 き で も 嫌 い で も 、 子 供 で も 楽 し め る 新 蔵

A w a r d

「 集 客 」 と 「 集 約 」 か ら 新 た な イ ノ ベ ー シ ョ ン を

梅 乃 宿 酒 造 株 式 会 社

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 奈 良 県 葛 城 市 寺 口 2 7 番 地 1

年 間 平 均 来 場 者 数 ：

開 業 ： 2 0 2 2 年 7 月

5, 0 0 0 人 （ 蔵 見 学 参 加 人 数 見 込 ）

2 0, 0 0 0 人 （ 購 入 目 的 の 来 場 者 見 込 ）



和 歌 山 県 湯 浅 町

- C O M P A N Y D A T A -

C O R E V A L U E

● 問 い 合 わ せ 先
湯 浅 醤 油 有 限 会 社

0 7 3 7 － 6 3 － 2 1 0 0 （ 工 場 見 学 予 約 ）

0 7 3 7 － 6 3 － 2 2 6 7 平 日 （ 9 ： 0 0 ～ 1 8 ： 0 0 ）

＜ 経 済 産 業 省 ＞

地 域 未 来 牽 引 企 業 選 定 （ 2 0 1 8 年 ）

第 ９ 回 も の づ く り 日 本 大 賞 経 済 産 業 大 臣 賞 （ 2 0 2 3 年 ）

※ 同 社 代 表 及 び 工 場 長 が 受 賞

「 湯 浅 は 醤 油 発 祥 の 地 」 。 こ の 事 実 が 周 知 さ れ て い な い 。 ま た 、 日 本 人 に と っ

て 身 近 な 「 醤 油 」 だ が 、 完 成 ま で の 工 程 を 知 っ て い る 人 が 少 な い 。 こ う し た 課 題

意 識 か ら 、 新 古 社 長 は 、 湯 浅 に 構 え る 醤 油 蔵 に お い て 、 楽 し く 歴 史 と 醤 油 作 り を

学 ぶ こ と が で き る 蔵 見 学 を 2 0 0 4 年 に 開 始 し た 。

蔵 見 学 を 継 続 し て 実 施 し て き た こ と で 、 同 社 の 地 域 内 外 か ら の 認 知 度 と 関 心 が

拡 大 。 誘 客 面 で は 、 コ ロ ナ 前 は 国 内 外 か ら の 観 光 客 を 多 数 受 け 入 れ て お り 、 海 外

客 の み で 年 間 6 千 人 ～ 1 万 人 が 訪 れ た 。

ま た 、 蔵 見 学 の 取 組 は 同 社 に 様 々 な 機 会 ・ チ ャ ン ス も た ら し て き た 。 醤 油 発 祥

の 地 で 脈 々 と 受 け 継 が れ て き た 醤 油 づ く り の 魅 力 が 正 し く 伝 わ り 、 醤 油 職 人 を 目

指 す 学 生 の 採 用 や 、 欧 州 の ミ シ ュ ラ ン 星 付 き レ ス ト ラ ン の シ ェ フ に 同 社 の 醤 油 が

採 用 さ れ る な ど 、 湯 浅 醤 油 に 濃 く 関 わ り た い 人 が 増 え て い る 。 ま た 、 大 手 食 品 企

業 と の ダ ブ ル ネ ー ム 製 品 等 も 開 発 ・ 販 売 さ れ て き た 。

こ れ ま で も 、 こ れ か ら も 、 新 古 社 長 は 、 「 業 界 の 常 識 を 疑 う 」 ス タ イ ル を 貫 く 。

「 東 京 は 便 利 や け ど 何 か が 足 り な い 。 そ の 何 か が あ る 地 方 に は お 客 さ ん を 呼 ぶ 力

が あ る 。 」 と 語 る 目 は 2 0 2 5 年 に 開 催 さ れ る 大 阪 ・ 関 西 万 博 を 見 据 え る 。

こ の 好 機 に 、 さ ら に 醤 油 と 湯 浅 が 輝 き 、 は ば た く 未 来 に 期 待 し た い 。

I N N O V A TI O N & F U T U R E

醤 油 発 祥 の 地 紀 州 湯 浅 で 、

「 日 本 の 食 卓 の 当 た り 前 」 の 歴 史 と 製 法 を 伝 え る 蔵

同 社 は 醤 油 醸 造 発 祥 の 地 、 紀 州 湯 浅 で 醤 油 や 味 噌 の 製 造 、 販 売 、 カ フ ェ 運 営 な ど

を 手 が け る 企 業 。 モ ン ド セ レ ク シ ョ ン 最 高 金 賞 受 賞 等 の 実 績 を 誇 る 同 社 の 醤 油 造 り

は 、 現 役 約 1 0 0 年 前 の 木 樽 を 使 っ た 今 で は 珍 し い 古 式 醸 造 法 が 特 徴 。

見 学 コ ー ス で は 、 約 ２ ト ン の も ろ み が 入 っ た 巨 大 な 杉 樽 を 触 っ た り 、 職 人 に よ る

櫂 入 れ （ 撹 拌 す る 行 為 ） や 熟 成 し た も ろ み を 搾 る 作 業 を 間 近 で 見 た り す る こ と が で

き る 。 ま た 、 体 験 コ ー ス で は 杉 樽 で 職 人 と 同 じ よ う に 櫂 棒 を 使 う 「 櫂 入 れ 体 験 」 や 、

醤 油 を 仕 込 ん で 持 ち 帰 り １ 年 か け 育 て る 「 ペ ッ ト ボ ト ル 醤 油 づ く り 体 験 」 が 人 気 だ 。

見 学 コ ー ス 後 に 設 置 さ れ て い る 売 店 で は 多 種 多 様 な 湯 浅 醤 油 や 金 山 寺 味 噌 、 醤 油 を

使 用 し た 食 品 や お 菓 子 な ど を 販 売 。 蔵 カ フ ェ で は 、 こ こ で し か 味 わ え な い オ リ ジ ナ ル

ス イ ー ツ 「 醤 油 ソ フ ト ク リ ー ム 」 が 堪 能 で き る 。

F E A T U R E S

2 0 0 4 年

代 表 者 ： 新 古 敏 朗

所 在 地 ： 和 歌 山 県 有 田 郡 湯 浅 町 湯 浅 １ ４ ６ ４

創 業 ： 1 8 8 1 年

事 業 内 容 ： 醤 油 の 製 造 ・ 販 売 、 商 品 開 発

資 本 金 ： 3 0 0 万 円

U R L ： htt p s: / / w w w. y u a s a s y o u y u. c o.j p /

湯 浅 醤 油 ・ 九 曜 蔵

A w a r d

日 本 が 誇 る 醤 油 の 裏 側 を 世 界 に 魅 せ る

湯 浅 醤 油 有 限 会 社

O P E N F A C T O R Y D A T A

住 所 ： 和 歌 山 県 有 田 郡 湯 浅 町 湯 浅 1 4 6 4

年 間 平 均 来 場 者 数 ： 約 1 0 万 人

開 業 ： 2 0 0 4 年

希 少 な 古 式 製 法 か ら 醤 油 を 学 ぶ


